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昨年の世相を表す漢字に「安」が選ばれました。自然の脅威を思い知らされる現象が多数起
こり、安全が脅かされたことが選定のひとつの要因になったようです。
ある地域が大きな災害を経験することは、そう頻繁にはありません。しばらく平穏が続くと

「ここは災害のない安心な地域だ」と思うことは当然のことかもしれません。「天災は忘れた
頃にやってくる」災害は自分たちの身近でおきなければ実感がわかないものではないでしょう
か。
しかしながら、昨年の関東・東北豪雨による鬼怒川堤防の決壊は、ここ渡良瀬川の沿川の皆

さんをも震撼させた大災害だったと思います。鬼怒川と渡良瀬川の流域は隣同士です。線状降
水帯があと少し西側にずれていたら渡良瀬川でも大出水となって、大きな被害が発生したので
はないか・・・あの時、テレビの中継画面を見ながら危機感と安堵が重なる何とも複雑な気持
ちになったことを思い出します。
国土交通省では、あの災害の後に、緊急に沿川の市長、町長を訪ねて、緊急時の連絡体制な

どの確認をおこない、洪水時に危険な箇所について、改めて消防などの水防関係者や地域の自
治会の代表の方々と現地の確認をおこないました。
今後も土砂災害対策施設や堤防の強化等のハード対策を促進してまいりますが、自然の力に

対して、施設での対策には限界があります。流域住民の皆さんや自治体と一体となった避難訓
練や水防訓練等のソフト対策の取り組みも重要だと考えています。
今年も渡良瀬川の安全・安心のために、職員一同努力してまいりますので、皆様のご理解、

ご協力を引き続きよろしくお願い申し上げ、年頭の挨拶といたします。



２ （担当：工務課）

「平成２７年度 工事安全施工研究発表会」を開催しました
～最優秀賞を「潮田建設(株) 梁島さん」が受賞～

建設労働災害が多発する中で、建設工事等の工事現場における安全対策においてもこれまで以

上にその取り組みが重要な課題となっています。平成8年１２月に発生した長野・新潟県境の姫

川流域左支川の蒲原沢土石流災害では多くの方の尊い命が失われました。この災害の教訓を風化

させず、安全施工技術のさらなる向上を目指して渡良瀬川工事等安全協議会では、平成11年度

より「工事安全施工研究発表会」を実施しており、平成2７年度は12月１１日に開催しました。

当日は桐生労働基準監督署長をはじめとして関係者約７０名が出席し、対象工事２２工事のう

ち、１４工事から応募があり、各支部ごとに事前に予選を行い推薦していただいた５議題により

発表会を行いました。審査においては、桐生労働基準監督署長、栃木県安足土木事務所長、群馬

県桐生土木事務所長の外部審査員３名と渡良瀬川河川事務所長、副所長２名による６名により、

施工条件や現場における配慮、積極的な取り組みや創意工夫、安全対策の効果や有益性等につい

て審査を行いました（結果は、前述のとおり）。

また、平成2８年２月５日に関東地方整備局で行われる「砂防関係工事安全施工研究発表会」

には事務所の砂防工事代表として岩澤建設㈱の黒田さんの発表を推薦することとなりました。

潮田建設(株) 梁島 千裕
新菱工業(株) 池 﨑 治
岩澤建設(株) 黒田 裕之
(株)浜 屋 組 高橋 澄夫
(株)片柳建設 島田 和幸

最優秀賞
優 秀 賞
優 秀 賞
奨 励 賞
奨 励 賞

結 果

【発表された皆さんと審査員】 【最優秀賞の梁島さん】

【事務所長挨拶】 【会場の様子】






